
て
2
0
5
0
年
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
に
乏
し
く
、
島
国
の
た
め

隣
国
と
の
電
気
の
や
り
と
り
が
で
き
な
い

日
本
に
お
い
て
は
、
安
全
性
を
大
前
提
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
経
済
性
、
環
境

へ
の
適
合
の
同
時
達
成
を
目
指
す
「
３
Ｅ

＋
Ｓ
」
の
原
則
の
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
確
実
な
実
現
を
目
指
す
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定

以
降
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速

す
る
な
ど
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
、

2
0
1
5
年
に
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
を

踏
ま
え
「
2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
80
％
削
減
す
る
」
と
い
う

野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
脱
炭
素

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
は
、

従
来
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
2
0
3
0
年

に
加
え
て
、
さ
ら
に
長
期
的
な
視
点
と
し

　

上
関
町
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
お
ら
ず
、
高
齢
化
率
も
県
内
で
最

も
高
く
、
特
に
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、

2
0
4
5
年
に
は
約
900
人
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
対
策
が
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
す
。
苦
し
い
財
政
状
況
の
中
で

若
い
世
代
の
働
く
場
所
を
創
出
し
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
、
上
関
原
子
力
発
電
所
の
早
期
建
設

は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

私
た
ち
上
関
町
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会

は
、
１
日
で
も
早
く
上
関
原
子
力
発
電
所

建
設
計
画
が
前
進
し
、
活
力
あ
る
豊
か
な

町
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
も
、
原
子
力
は
安
定
供
給
、

コ
ス
ト
低
減
、
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら

「
安
全
確
保
を
大
前
提
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
構
造
の
安
定
性
に
寄
与
す
る
重
要
な
ベ

ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
あ
る
」
と
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が

発
電
コ
ス
ト
や
安
定
性
と
い
っ
た
面
で
主

力
電
源
化
に
向
け
た
課
題
を
抱
え
て
い
る

中
で
、「
実
用
段
階
に
あ
る
脱
炭
素
化
の

選
択
肢
」
と
し
て
、
人
材
、
技
術
、
産
業

基
盤
の
強
化
に
直
ち
に
着
手
す
る
と
い
う

方
針
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
７
月
３
日
、
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
未
来
通
信
」
で
は
、
こ
の
第
5
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

概
要
と
原
子
力
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

上関町まちづくり連絡協議会
事務局長古泉 直紀

第
5
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

各国の一次エネルギー自給率比較(原子力を含む/2015年)

※日本は2016年度実績（総合エネルギー統計から）

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0
日 本 韓 国 ドイツ フランス イギリス アメリカ

92.2%

65.8%65.8%
55.9%55.9%

38.8%38.8%

18.9%18.9%
8.4%8.4%

出典：IEA「Energy Balance OECD Countries 2017」をもとに作成

「安全性Sを大前提に3つのEの同時達成を目指す」

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

電
源
構
成
の
実
現

Energy
Security

Safety

安定供給

Economic
Efficiency
経済性

Environment
環境への適合

安全性

再エネ

原子力

火　力

2030年のエネルギーミックスにおける電源構成比率：22～24%
主力電源化に向けて、コスト削減や調整力の確保といった課題に
取り組む

2030年のエネルギーミックスにおける電源構成比率：56%
環境負荷の低減という課題と両立した形で利用していく

2030年のエネルギーミックスにおける電源構成比率：22～20%
安全確保を大前提にエネルギー需要構造の安定化に寄与する重要
なベースロード電源

2030年に向けた各エネルギーの主な位置付け

再エネ

原子力

火　力

経済的に自立し、脱炭素化した主力電源化を目指す

エネルギー転換・脱炭素化が実現するまでの過渡期において、
化石エネルギー源はなお主力
よりクリーンなガス利用へシフトし、非効率的な火力発電はフェード
アウトさせる

社会的信頼の回復がまず不可欠
実用段階にある（現時点で安定的に利用可能な）脱炭素化の選択肢

2050年に向けた各エネルギーの主な位置付け

これまでと2030年の電源構成

※出典：資源エネルギー庁資料をもとに作成

東日本大震災

化
石

非
化
石

2010年度 2016年度

原子力：25%

再エネ：10%

火力全体：65%

原子力：2%

再エネ：15%

火力全体：83%

原子力：22～20%

再エネ：22～24%

火力全体：56%

（震災前） （現在）
2030年度
（将来）

第 

5
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
基
本
計
画
の
概
要

上 

関
原
子
力
発
電
所
の

　
　
　
　
　
建
設
に
向
け
て

原 
子
力
の
位
置
付
け

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
と
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
た
め
に
政
府
が
策
定
し
、少
な
く

と
も
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
。
前
回

は
２
０
１
４
年
に
策
定
さ
れ
た
。
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豊
か
な
町
を
原
子
力
発
電
と
と
も
に



「
原
子
力
が
未
来
を
担
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
た
り
得
る
に
は
」

水軍まつり、
　今年も華やかに

町
内
の
若
手
を
中
心
に
運
営
に
尽
力

入場
無料 皆さんぜひおこしください

　

７
月
21
日
開
催
「
第
27
回
上
関
水
軍
ま

つ
り
」
に
、
町
内
外
か
ら
約
8
千
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
は
上
関
町
商
工
会
青
年
部

部
長
の
松
原
聖
さ
ん
が
務

め
た
ほ
か
、
商
工
会
青
年

部
で
ブ
ー
ス
出
展
を
行
う

な
ど
、
町
内
の
若
手
が
祭

り
の
運
営
に
携
わ
り
、

訪
れ
た
人
々
を
も
て
な
し

て
い
ま
し
た
。
鯛
の
水
軍

炭
火
焼
き
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

開
始
直
後
か
ら
長
蛇
の
列

が
で
き
る
な
ど
、
大
好
評

で
し
た
。

　

商
工
会
以
外
に
も
、
前
日

の
会
場
準
備
や
当
日
の
運
営
、
終
了
後
の
後

片
付
け
な
ど
、
町
内
の
大
勢
の
方
々
の
尽
力

に
よ
っ
て
、
今
年
も
ま
つ
り
は
大
成
功
に

終
わ
り
ま
し
た
。

 会報「上関未来通信」No.027  ●発行／上関町まちづくり連絡協議会　〒742-1402  上関町長島582-2　電話・FAX 0820-62-1502　Eメール :develop-k@kvision.ne.jp
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ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
大
好
評

活気あふれる商工会青年部ブース

上
関
町
青
壮
年
連
絡
協
議
会

松
原 
聖

事
務
局

上
関
町
青
壮
年
連
絡
協
議
会

守
友 

誠

事
務
局

第
 51
回 

日
本
原
子
力
産
業
協
会 

年
次
大
会

場所／上関町総合文化センター 多目的ホール
後援／一般社団法人 日本原子力産業協会
　　　上関町まちづくり連絡協議会

エネルギー講演会

とうじま わ こ

講師：東嶋 和子 氏

上関町青壮年
連絡協議会主催

「一緒に考えましょうわたしたちの
　　  暮らし・環境・エネルギー」

ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
原
子
力
の

必
要
性
が
主
張
さ
れ
、「
Ｅ
Ｕ
と
は
異

な
り
他
国
と
送
電
線
が
つ
な
が
っ
て
お

ら
ず
、
資
源
も
少
な
い
日
本
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
優
先
し
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
達
成
、
資
源
の
調

達
先
の
多
様
化
な
ど
を
通
じ
て
色
々
な

選
択
肢
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
原
子
力
へ
の
再
投
資
も
不

可
欠
に
な
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
、「
女
性
の

コ
コ
ロ
を
つ
か
む
理
解
活
動
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
講

演
会
で
も
来
町
い
た
だ
い
た
鈴
木
國
弘

氏
と
サ
ン
ト
リ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
&

コ
マ
ー
ス
株
式
会
社
の
冨
岡
伸
一
氏
が

講
演
。
難
解
な
原
子
力
や
放
射
線
の
話

を
分
か
り
易
く
伝
え
る
た
め
の
心
掛
け

や
効
果
的
な
情
報
発
信
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
ど
、
原
子
力
に
関
す
る
様
々
な
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
特
に
エ
ネ
ル

　

今
回
の
意
見
交
換
会
を
通

し
て
︑
鈴
木
先
生
か
ら
は
︑
原

子
力
の
理
解
活
動
に
お
い
て
︑

男
女
の
違
い
を
意
識
し
︑
正
確

さ
よ
り
分
か
り
や
す
さ
に
重
点

を
置
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑

冨
岡
先
生
か
ら
は
﹁
お
客
さ
ま

の
信
頼
を
獲
得
し
続
け
る
に
は
︑

お
客
さ
ま
の
声
を
も
と
に
お
客

さ
ま
視
点
に
立
ち
戻
る
こ
と
が

大
切
だ
﹂
と
の
言
葉
が
心
に
残

り
ま
し
た
︒

　

特
に
﹁
熱
意
と
は
納
得
・
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
︑
ま
さ
に
プ
ロ
ポ

ー
ズ
の
よ
う
な
も
の
で
︑
相
手
に
情
熱

を
も
っ
て
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
﹂
と

の
説
明
に
︑
私
も
共
感
し
ま
し
た
︒

　

原
産
年
次
大
会
を

通
じ
て
︑
原
子
力
を

ゼ
ロ
に
し
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

火
力
だ
け
に
頼
る
こ

と
は
︑
四
方
を
海
に

囲
ま
れ
た
日
本
で
は

現
実
的
で
は
な
い
と

改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
︒

　

今
後
︑
地
球
環
境

問
題
と
向
き
合
い
︑

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
80
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
︑
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
共
に
原
子
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
︑
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
︒

　

４
月
9
・
10
の
両
日
、

東
京
で
、
一
般
社
団
法
人

日
本
原
子
力
産
業
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｆ
）
に
よ
る
第
51
回
原
産
年
次
大

会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
第
18
回
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

原
産
年
次
大
会
で
は
、「
原
子
力
が

未
来
を
担
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
た
り
得
る
に

は
」
を
基
調
テ
ー
マ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
や
経
済
性
、
気
候
変
動
な
ど
、

「
３
Ｅ
」
の
観
点
か
ら
見
た
原
子
力
の

有
効
性
や
原
子
力
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
共
存
が
必
要
不
可
欠

理
解
活
動
に
必
要
な
の
は

　﹁
熱
意
・
情
熱
﹂！

日時／平成30年10月21日（日） 午前中

●
本
年
７
月
の
西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
豪
雨
で
は
、上
関
町
と
柳
井
、平
生

方
面
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
る
県
道
２２
号
線

が
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、町
内
外
で
も

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
も
、台
風
１２

号
が
東
か
ら
西
へ「
逆
走
」す
る
な
ど
、こ
れ

ら
の
異
常
な
気
象
は
、地
球
温
暖
化
が
少
な
か

ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。●
今
回
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、

原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
に
つ
い
て
言
及
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、原
子
力
は「
実
用
段
階
に
あ
る

脱
炭
素
化
の
選
択
肢
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
役
割
が
改
め
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。地
球
温
暖
化
対
策
が
喫
緊
で
求
め
ら
れ

る
中
、今
後
の
新
増
設
の
議
論
の
進
展
に
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。（
Ｋ
）
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